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● TAMA300のpower recycling
DT6の直後(2001/10~)より開始

● 目的

Recyclingにより感度を向上 ⇒ 観測

これまでのR &D ⇒ TAMAに結集 ⇒ 将来に活かす

● 現状

Recyclingした干渉計の動作に成功

Recycling gain ~ 4
連続ロック ~ 2時間以上

In trod u ction



● 基線長300mのFabry-Perot-Michelson干渉計

国立天文台三鷹キャンパス

● プロジェクトの目的

近傍銀河でのイベントを検出可能な実証型検出器の開発
将来のkm 級干渉計のための技術開発
Designed sensitivity ~ hRMS = 3 x 10-21 @300Hz (BW300Hz)

干渉計型重力波検出器T A M A 3 0 0
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Recombine III 00/9 - 01/9

これまでのT A M A 3 0 0 検出器開発
1995 Project started
1996 Facility construction

completed
1997 Vacuum system

completed

1999/8 Data Taking 1 11h
1999/9 Data Taking 2 31h
2000/4 Data Taking 3 13h
2000/8,9 Data Taking 4 167h
2001/3 Data Taking 5 111h
2001/8,9 Data Taking 6 1038h

2001/10 Recycling experiment
started

2001/12 Recycling locked
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リサイクリング実験の目的

● リサイクリング以前の変位雑音レベル

リサイクリングにより感度を改善し、観測を行う

1-5kHz付近の雑音

⇒ リサイクリングで光量を増加すると低減できる可能性

Displacement noise ('01/6/2)

Detection Noise Level (meas.)

Detection Noise Level (calc.)

　　7.16x10-19 m/Hz1/2 @ DC

Shot Noise Level

　　3.45x10-19 m/Hz1/2 @ DC
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● ロック用の光路長制御
● Test massのアラインメント制御
● 観測用の光路長制御

光学系および制御系
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● ロック用の光路長制御
● Test massのアラインメント制御
● 観測用の光路長制御

光学系および制御系
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安定にロックへ引き込んだ

● ロック時の時系列データ

片方の腕以外は既にロックされた状態
ロックしていない腕の制御を試行中

一瞬だけロック

動作状態への引き込み
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動作の安定度

● 最長連続動作時間：2時間3分
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Displacement noise level of TAMA300 with power recycling
(Feb 13, 2002)
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干渉計の感度

● 変位雑音レベル

4.5x10-18 m/Hz1/2
～ リサイクリングなしの状態より3倍悪いレベル



今後の計画

● 高出力レーザの再導入

出力がDT6で低下した ⇒ 修復済 (4.5W->9W)

● モードクリーナーの懸架装置・鏡の交換

防振改善・アラインメント制御のレンジ増加

● 制御系:
アラインメント制御の改善・各種ドリフト制御

● 観測システム～自動化

● 観測実施

テストラン(5月)後に

数日規模の観測(7月, LIGOコインシデンス観測)



まとめ

● TAMA300のリサイクリング実験

◆ 目的：感度を向上し、観測を行う

● リサイクリング動作に成功

◆ 腕の制御にピックオフからの光を使用する手法

◆ 干渉計反射光を変調の3倍波で復調する手法

◆ 腕テストマスに対するアラインメント制御

◆ 高感度・低雑音な光路長信号への切り替えに成功

● 干渉計の安定度

◆ 現在の最長連続動作 2時間3分

● 感度～雑音低減の作業中

◆ リサイクリングなしの状態より3倍悪いレベル

● 次期観測～7月・LIGOとのコインシデンス


	ｽﾗｲﾄﾞ番号1
	ｽﾗｲﾄﾞ番号2
	ｽﾗｲﾄﾞ番号3
	gakkai2.pdf
	ｽﾗｲﾄﾞ番号1
	ｽﾗｲﾄﾞ番号2
	ｽﾗｲﾄﾞ番号3

	gakkai3.pdf
	ｽﾗｲﾄﾞ番号1
	ｽﾗｲﾄﾞ番号2
	ｽﾗｲﾄﾞ番号3
	ｽﾗｲﾄﾞ番号4

	gakkai4.pdf
	ｽﾗｲﾄﾞ番号1
	ｽﾗｲﾄﾞ番号2
	ｽﾗｲﾄﾞ番号3
	ｽﾗｲﾄﾞ番号4
	ｽﾗｲﾄﾞ番号5




